
平成31年度2年生向け
ギャップタームに関する説明

（2019年2月4日）

1



2学期クォーター制を活用しよう！

ギャップターム：２年次第２クォーター＋夏休み
必修科目が無く自由に活動できる期間(6/12〜9/30)

神戸大学GCP，インターンシップ，講演会・講習会への
参加，資格取得，その他学力向上のための取組．

計画書 報告書
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ギャップターム計画書・報告書およびスケジュール

４月上旬： 面談時にギャップターム計画書（案）を提出

５月中旬： ギャップターム計画書（最終）提出締切．
（計画書のコピーを提出すること．本紙は報告書作成のためにもっておくこと．）

１０月中旬： ギャップターム報告書の提出
ギャップターム開講科目（英語特別演習，機械工学
インターンシップ）の単位認定申請

４月上旬： 課題解決型アクティブラーニング申込開始

３月下旬： 研究室インターンシップ申込開始～
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ギャップターム計画書＋ギャップターム報告書

• 第2Q開始前に計画書を，ギャップターム終了後に報告書を必ず提出すること．

スケジュール （変更される可能性があるため各種掲示板を確認してください）



Wordファイル，PDFは機械工学科HP
からダウンロード
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A4レポート用紙
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• 神戸GCPプログラム

• 高度教養科目

• 課題解決型アクティブラーニング

• 機械工学概論

• 英語特別講義

• 機械工学インターンシップ

ギャップターム期間に開講される科目
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受講しなければならないわけではありません。
何をするか悩んだ場合参考にしてください。



課題解決型アクティブラーニング
• ギャップターム（２年生第２クォーター）における自己啓発と工
学を自ら学ぶ意識を高めるための体験型学習として、神戸
市内及び近隣地区の中小企業において各企業の特徴・強み
を学んだ上で、企業が有する課題に対する自分なりの解決
案を企業との議論を通して考える課題解決型アクティブラー
ニングを少人数グループで実施する。

• 科目名：工学課題解決型アクティブラーニング

• 単位数：１単位

• 履修要件：その他必要と認める専門科目として卒業要件に
算入
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課題解決型アクティブラーニング
≪実施スケジュール（昨年度）≫

• 4月上旬 申込開始

• 4月下旬 申込締切

• 5月下旬 学生選抜結果の開示

• 6月初旬 事前指導とチャレンジシートの作成

• 6月〜8月 各企業におけるアクティブラーニング実施

• 8月〜9月 報告会

※注意事項

 申請書を提出した後、大学側で履修登録を行いますので、各自で履修登録を行う必
要はありません。

 申込書に記載した企業に配属になるとは限りません。

 課題解決型アクティブラーニングに参加するためには、事前に、学生教育研究災害
傷害保険 （学研災）とインターンシップ等賠償責任保険 (学研災付帯賠償責任保
険)に加入しておくことが必要です。加入申込みの用紙は教務学生係で受け取ること
ができます。

 課題解決型アクティブラーニングに応募する際は、申込書を印刷して教務学生係に
提出して下さい。
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機械工学概論

• 開講期間：9月下旬の期間にて計８コマ（２～４日間）
の集中講義 （日程は後日掲示板貼り出します。）

• 単位数 ：１単位

• 履修方法： うりぼーネットからの履修登録

（登録期間内）

• テーマ：機械工学科における専門科目の各コース
（熱流体，材料物理，制御，設計生産）の講義にお
いて修得できる内容が将来どのように役立つかを解
説する．熱流体，材料物理，制御，設計生産の４
コースの中から計8コマの講義を行う．
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英語特別講義

• 概要

– ギャップタームの機会を生かして，海外留学や語学学習
などにより英語力を向上させる活動を行う．

• 単位数 ：２単位

• 履修方法： 単位認定申請（うりぼーネットでの
履修登録の必要なし．）

• 単位認定申請： (1) ギャップターム計画書を提出し，
(2) ギャップターム終了後に，申請書を，活動報告書

および活動を証明する添付資料とともに提出する．審
査を経て単位認定を行う．

• その他必要と認める専門科目として卒業要件に算入
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海外留学
現地で５日間以上を過ごす海外留学を行った場合，その内容を報告する．
現地での活動が約45時間となるものを１単位相当とする．大学が案内する

海外留学プログラム，または民間企業が企画する海外留学プログラムを対
象とするが，他の活動についても申請内容を見て判断する．

英語特別講義

英会話学校

国内の英会話学校で４５時間の英語学習を行った場合，１単位相当として認定
する．英会話学校からのコース案内および証明章類などを添付書類とする．

TOIECまたはTOEFL-iBTの受験

ギャップターム期間中にTOEICまたはTOEFL-iBTを受験をし，以下の成績を
修めたものについて単位認定する．成績証を添付書類とする．

TOEIC ： 730点以上
TOEFL-iBT 79点以上

1単位相当

TOEIC ： 830点以上
TOEFL-iBT 94点以上

2単位相当

単位認定の目安
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中谷財団国際学生交流プログラム
ハイデルベルク大学またはカールスルーエ工科大学の
夏季研修性として、研究室に所属してリサーチを体験

留学期間 8月11日～9月20日で
募集期間 3月3日まで



機械工学インターンシップ
概要
ギャップターム期間を活かして機械工学に関する実地体験をし，知識や経
験を高めるための活動を行う．

単位数 ：1単位

(1)ギャップターム型インターンシップ

民間企業でインターンシップ活動を行う．

学生自身がインターンシップ情報を見て，企業への連絡，手続きなどを行う．

(2)研究室インターンシップ

機械工学科の研究室でインターンシップ活動を行う．

学生自身が機械工学科の各研究室の連絡先に内容を相談し，申請を行う．

単位認定申請：
ギャップターム終了後に，申請書を活動報告書および活動を証明する添付
資料とともに提出する．審査を経て単位認定を行う．
その他必要と認める専門科目として卒業要件に算入

履修方法 ：単位認定申請（うりぼーネットでの履修登録の必要なし．）
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研究室インターンシップ
申込方法：

各研究室から提示された情報を参考にして，興味あるテーマがあれば当該教員に内容，
期間，実施可能性について，直接相談してください．希望者は「研究室インターンシップ申
請書」を受け入れ研究室の教員に直接提出し，受講許可をうける必要があります．

＜注意＞

履修には「学生教育研究災害傷害保険」および「学研災付帯賠償責任保険」に加入して
いる必要があります。加入申し込みについては教務学生係まで問い合わせてください。
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今年度（H29年度）の内容



高度教養科目
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うりぼーポータル上の情報
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